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この部分は
38～39ページを
ご覧ください

約 400 ｍ

約 1100 ｍ

約 900 ｍ

亀山駅

JR 関西本線

J
R
紀
勢
本
線

巡
見
道

鈴鹿川

竜川

京
口
坂
橋

18 宗英寺
イチョウは県指定天然記念
物。

17 野村一里塚
慶長9年（1604）に家康の命
により建造された。県内に
12か所あった一里塚の中で
唯一現存する。椋の木は国
指定史跡。南側の塚は大正3
年に取り壊された。

16 碑
｢天照皇大神御鎮座跡　忍
山神社参道｣

13 慈恩寺
浄土宗。本尊の阿弥陀如来
立像は、等身大の檜の一木
造り。平安前期の作で国指
定重要文化財。

12 羽柴秀吉本陣跡

10 光明寺
浄土真宗西本願寺派

9 心光寺

6 連子格子の家なみ
5 赤堀水之助墓
亀山市指定史跡

4 照光寺

3 梅厳寺
浄土宗。もみじの美しい寺。
亀山藩主石川家の善提寺。

2 京口門跡

15 竹細工の館

8 アンティーク森

1 きんぎょの館

14 連子格子の家なみ

7 森家住宅主屋
国登録有形文化財

11 能牟良神社常夜燈
亀山市指定文化財

7

3

18

17
16
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13

12

10
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（15）亀山宿・B
 （亀山市本町～野村）
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約 15
00 ｍ

約 700 ｍ約 650 ｍ

東
名
阪
自
動
車
道

JR 関西本線
鈴鹿川

JR 関西本
線を越える
陸橋を渡

る

このあたりは、太
岡寺畷といわれる長い

松並木があり、里謡に ｢わ
しが思いは太岡寺　ほかにき

（気・木）はない　まつ（松・待つ）
ばかり｣ と謡われた。

旧街道と国道25号線が交差する
高架下には、広重の浮世絵 ｢東
海道五十三次｣ から県内の宿

場町にちなんだ 7 枚の拡
大版画が設置されて

いる。

西
野
公
園1 忍山神社2 善性寺

3 布気皇舘太神社
神戸七郷の総社。向かい側
には東海道随一と称された
立場茶屋能古があった。

4 古民家ギャラリー

5 昼寝観音
観音庵内にある。

6 道標
大正4年建立。「大正紀念
道」と刻まれている。

7 常夜燈
元は、落針の日原にあっ
た「やけ八幡」のもの。

8 清福寺

11 太岡寺畷

9 常夜燈
東側の常夜燈と同じく「や
け八幡｣のもの。国道１号を
横断する歩道橋のたもとに
あ り、安 政6年（1859）と 刻
まれている。

10 かめやま美術館
(平成26年2月1日より休館)

9

8

76

11

2
3

5

1

10
4

（16）布気
 （亀山市野村～太岡寺町）
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この部分は
46～ 49ページを
ご覧ください

約 800 ｍ

約 450 ｍ
約 1000 ｍ

大
和
街
道

伊
勢
別
街
道

関駅

道の駅関宿

桜川

鈴鹿川

小野川

JR 関西本線

小野川橋

 
北側の

歩道橋を
渡る

14 関神社参道
旧関町木崎と中町の境にあ
たる。関神社はもと熊野権
現といい、伊勢平氏の流れ
をくむ地侍の関氏が勧請し
たものという。

13 開雲楼と松鶴楼

12 御馳走場跡
宿役人が大名行列を出迎え
た場所。享保19年（1734）に
造られた。

11 弘善寺入口道標
「不動尊弘善寺」と刻まれて
いる

10 江戸屋
馬つなぎの鉄環も残る。

9 宝林寺

6 常夜燈
「常夜燈大坂津国屋重右衛
門　江戸嶋屋佐右衛門　元
文5庚申年（1692）正月手坂
組中」と刻まれている。

4 東の追分
東海道と伊勢別街道の分岐
点。県指定史跡。伊勢神宮一
の鳥居や道標・常夜燈・手水
鉢・一里塚跡の碑などがあ
る。

3 関の小萬のもたれ松
碑のそば。

2 関の小萬の碑
関地蔵前の旅籠山田屋の養
女として育ち、長じて父の
仇討ちを志し、亀山の道場
へ剣の修行に通い、ついに
敵とめぐりあって志を遂げ
たという小萬の碑。

1 常夜燈

8 油久 岩田油店

7 古しえの宿「長谷屋」 5 伊勢神宮一の鳥居
旅人がここからはるか伊勢
神宮を拝むためのもの。伊
勢神宮式年遷宮の際に宇治
橋南詰めの鳥居を移し替え
る。

14

13
12 11

10

9

64 5

32

1

8

7

（17）関宿・A
 （亀山市小野町～関町城山）
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この部分は
49ページを
ご覧ください

この部分は
44ページを
ご覧ください

約 800 ｍ

約 450 ｍ
約 1000 ｍ

大
和
街
道

伊
勢
別
街
道

桜川

鈴鹿川

小野川

JR 関西本線関駅

道の駅関宿

亀山市役所
関支所

20 志ら玉を売っている
店
昔、三宅菓子匠が作った「白
玉」を前田屋製菓が工夫を
重ね「志ら玉」という餅菓子
として復活させた。

19 萩野脇本陣の門

18 関の小萬の墓
亀山市指定史跡

17 福蔵寺
天台真盛宗。織田信長の三
男信孝の菩提寺として天正
11年（1583）に建立された。
境内には関の小萬の墓や萩
野脇本陣の門がある。

14 郵便局
土蔵づくり風のコンクリー
ト製の建物。この敷地は、天
正20年（1592）家 康 が 休 息
したので、御茶屋御殿屋敷
と呼ばれ、初期幕府代官の
陣屋、亀山藩役人の詰所、関
警察署、関町役場を経て現
在にいたる。郵便局隣には
道路元標がある。

13 深川屋
寛永年間から「関の戸餅」を
売っていた。2階に掲げられ
た看板は、表と裏で書体が
違う。

10 橋爪家

9 伊藤本陣跡
他にも川北本陣跡・鶴屋本
陣跡などが残り、看板や標
柱などで案内されている。

8 百六里庭・眺関亭

7 山車倉

22 ギャラリー小平屋

21 片岡かじや

16 ク ラ シ ッ ク ギ ャ ラ
リー「菓子処 いちみ」

15 クラシックお茶ギャ
ラリー「かねき」 12 関宿旅籠玉屋歴史資

料館

11 旅人宿 石垣屋

6 関まちなみ資料館

2 延命寺
山門は、旧川北本陣の玄関
門を移築したもの。亀山市
指定文化財。

3 瑞光寺
権現柿の墓碑は、亀山市指
定史跡。

4 権現柿 
亀山市指定史跡

5 ギ ャ ラ リ ー「ア ン
テ ィ ー ク」（道 の 駅「関
宿」）

1 伊藤酒店

20

191817

14

13

10

9
8

7
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21

1615

12

11

6
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（17）関宿・B
 （亀山市小野町～関町城山）
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この部分は
44～ 47ページを
ご覧ください

約 800 ｍ

約 450 ｍ
約 1000 ｍ

大
和
街
道

伊
勢
別
街
道

桜川

鈴鹿川

小野川

JR 関西本線関駅

観音院から西
の追分までは約

150ｍ。この間に
は民家や見附土居
や御馳走場松並

木があった。

道の駅関宿

14 石地蔵2体 13 橋越地蔵堂
中には石の地蔵が2体祀ら
れている。

12 観音山 
亀山市指定名勝

11 西の追分
東海道と大和街道との分岐
点。県指定史跡。

10 法悦題目塔道標
元 禄4年（1691年）、谷 口 長
右衛門の建立。「南無妙法蓮
華経」と刻まれている。 9 道標

大正15年に立てら
れたもので「観音山
公園道」と刻まれて
いる。

8 観音院
関の守り仏であった。裏手
の観音山は名勝として訪れ
る人も多い。

7 長徳寺

6 誓正寺
真宗高田派。

5 愛染堂
地蔵院境内。鎌倉の遺風を
残す建造物で国指定重要文
化財。

4 知行付の鐘
寛文11年（1671）年建立。地
蔵院内。国指定重要文化財。

3 地蔵院
本尊は地蔵菩薩像。「関の地
蔵に振り袖着せて、奈良の
大仏婿にとる」と俗謡にも
謡われた。本堂は国指定重
要文化財。

2 常夜燈
享保16年（1731年）のもの。

「せきのちそう」と刻まれて
いる。

1 道標
大正3年、田中音吉氏による
建立。「停車場道」と刻まれ
ている。

1413

12

1110

9

8

7

6

5 43

21

（17）関宿・C
 （亀山市小野町～関町城山）
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約
800 ｍ

約 100 ｍ

約
600 ｍ

約 800 ｍ

鈴
鹿
川 筆捨山

中津川

　
橋の手前

を右へ入る

　
古い道が残

るが一部消え
ている

鈴
鹿
川

　
街道はな
くなって

いる

Ｐ50

大和街道

市
瀬
橋

弁
天
橋

4 常夜燈
西願寺の前。

3 西願寺
浄土真宗本願寺派。

2 市ノ瀬社常
夜燈

1 ころび石
駐車場内にある直径2ｍの
岩石｡「弁慶ころがし」と言
われ、何度片づけても街道
に転び出たという。

9 家なみ
街道の雰囲気を残す民家が
残る。

8 起こしの坂

7 筆捨山
室町時代ごろ、画家の狩野
法眼元伸がこの山の風景を
描こうとしたところ、雲や
霞がたちこめ、風景がめま
ぐるしく変わったため、つ
いに描くことができず、筆
を捨てたという伝説から名
付けられた。亀山市指定名
勝。

6 一里塚跡の標石

5 弁財天社
橋 の た も と に 祀 ら れ て い
る。

4

3

2

1

9

8

7

6

5

（18）市ノ瀬
 （亀山市関町城山～沓掛）
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この部分は
54～55ページを
ご覧ください

鈴
鹿
川

河原谷橋

中乃橋

9 法安寺
寺の庫裡の玄関は、本陣松
屋の玄関を移築したもの。
亀山市指定文化財。 8 小竹屋脇本陣跡

石柱
7 梅屋本陣跡石
柱
現在、茶畑。

6 大竹屋本陣跡
石柱
現在、茶畑。

5 松屋本陣跡
石柱
本 陣（問 屋 兼
帯）。現在、公民
館の車庫。

4 河原谷橋
沓掛と伊勢国最後の宿・坂
下の境界。下の橋ともいう。

2 鈴鹿峠自然の家
旧坂下小学校。国指定登録
有形文化財。

1 沓掛本郷の集落
街 道 の 雰 囲 気 を 残 し て い
る。

3 鈴鹿馬子唄会館

9

8

7

6
5

4

2

1

3

（19）鈴鹿峠・A
 （亀山市関町沓掛～坂下）
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この部分は
52ページを
ご覧ください

鈴
鹿
川 家並みに

そった細い旧
道がのこる

国道１号
下り車線の
横に側道が

ある

街道が神社の参
道と化している。昔

はこのあたりに坂下宿が
あったが、慶安３年（1650）
の大洪水によって集落が崩
壊し、現在の位置に移った
という。以後このあたり
を古町と呼ぶ。歴史の

道 100 選にも選ば
れている。

5 櫛屋の地蔵
三体の石地蔵。古町に祀ら
れていたが、明治維新後古
町から移された。民家が移
転する際、夢のお告げで「わ
しも一緒につれていってく
れ」と言ったという。

4 如来堂橋
別名上の橋。このあたりが
宿の端だった。

3 地蔵堂
石垣の下。人の身代わりに
なってくれるということか
ら、身代わり地蔵と呼ばれ
ている。

2 金蔵院の高い石垣
明治初年に廃寺になった。
家康や家光が小休止したと
いわれる。

1 素晴らしい集落の景観

23 墓石群
六体地蔵の近く。安政など
江戸時代の年号が刻まれて
いる。

22 六体地蔵
街道右側。茶畑と杉林の間
の道を右へ10mほど入った
杉木立の中。

21 無名の地蔵
街道左側。このあた
りには、山崎屋、井
筒屋、堺屋、伊勢屋
などの6軒の茶屋が
あった。地蔵が立っ
ているのは鉄屋跡。

20 田村神社
跡の石柱
杉木立の中に
立つ。

16 標石
国道１号を越え
た 広 場 に あ る。
県 建 立 の も の。

「天 然 記 念 物 鈴
鹿 山 の 鏡 肌」と
刻まれている。 15 孝子万吉の碑

14 片山神社

13 燈籠坂
かつては一定の間隔で常夜
燈が立っていた。石畳は昭
和初期に敷かれたものと言
われる。

12 常夜燈4基
昔は、燈籠坂の両側に並ん
で い た。延 享 元 年（1744）、
文 化11年（1814）、享 保2年

（1717）、安 政6年（1859）の
もの。向かって左端の1基は
上部が破損している。

11 御馬屋

10 常夜燈
文 化2年（1805）の も
の。片山神社参道入口
にある。

9 名号碑
宝 永7年（1710）建 立。自 然
石に「南無阿弥陀仏」と刻ま
れている。街道側の林の中。
道路の側の小川を越える所
は琴の橋と呼ばれる。

8 琴の橋（桐の橋）

7 鈴鹿山麓の景観
鈴鹿山脈は三重県側が険し
く、滋賀県側はなだらかに
なっている。天候の変化も
激しく、鈴鹿馬子唄に「坂は
照る照る鈴鹿はくもるあい
の土山雨が降る。」と歌われ
た。

6 岩屋観音
万 治 年 間（1658～61）、法
安寺の実参和尚が旅人の道
中安全を祈って造立したも
の。亀 山 市 指 定 名 勝。高 さ
18mの巨岩の岩窟に弥陀・
観音・勢至の三体の石仏を
安置。

17 松尾芭蕉句碑

19 鈴鹿山の鏡岩
硅岩でかつては表面が鏡の
ように輝いていたという。
鬼の姿見といわれる。県指
定天然記念物。

18 馬の水のみ鉢
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（19）鈴鹿峠・B
 （亀山市関町沓掛～坂下）
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掲載されている文化資産やまちかど博物館等の情報は平成24年2月時点のものです。
この地図は三重県自治会館組合管理者の承認を得て、同組合所管の「2006三重県共有デジタル地図 （数値地形図縮図
10,000）」を使用し、調整したものです。（承認番号：三自治地第195号）本成果を複製あるいは使用して地図を調整する
場合は、同組合の承認を必要とします。
バス停・トイレの情報は「平成22 年度生活密着型地理空間情報整備緊急雇用創出事業」で、平成22年10月から23年1月
にかけて調査したものです。

●
●

●

 このウォーキングマップは、三重県の街道を訪れる人や、地域に暮らす人誰もが
街道や周辺の文化資産等に興味を持ち、触れることができるように作成しました。
　場所によっては旧街道のルート自体が道で無くなっていたり、現在は通行できな
い箇所もあります。
 その場合は迂回路等をご案内しており、史実に沿わない部分もありますが、あく
まで旧街道を基本に周辺に残る文化や、新しく発展した文化などをご紹介し、散策
を目的にご利用いただくものとご理解ください。
 地図上のマークの位置は目安で、実際の位置と若干異なる場合があり、隣接する
資産等はを並べて表示している場合がありますので、ご留意ください。
 また、マップに掲載されている「まちかど博物館」や「博物館・資料館等」につきま
しては、開館日や開館時間等が決められており、予約が必要な場合もありますので、
事前にご確認・ご連絡の上、訪問していただきますようお願いいたします。
 なお、お気づきの点等がありましたら、ご指摘等いただければ幸いです。

「三重の文化」ホームページ
http://www.bunka.pref.mie.lg.jp/

 みえの歴史街道の詳細情報やまちかど博物館、博物館・資料館の連絡先や概要、
句碑の詳細情報などは下記ホームページからご覧いただけます。
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